
❖団体名 公益財団法人ケア・インターナショナル ジャパン（CIJ） 

❖ASC2021 実施日 2022 年 12 月 13 日 

❖セフルチェック結果    

指針項目 項目数 実現している項目数 実現していない項目数 

  組織運営基準 18 17 1 

  事業実施基準 11 11 0 

  会計基準 11 11 0 

  情報公開基準 4 4 0 

  合 計 44 43 1 

❖アカウンタビリティへの考え方    

CIJ の活動は、政府・公的機関、企業、個人、支援組織など、そして多くのボランティア、プロボノ、

インターンの皆様のご支援とご協力により支えられています。そのような様々なステークホルダーの皆

様に対して活動状況と成果などにつき正確かつ透明性の高い情報公開を行うことは私たちの最重

要な責任であり、そのためにアカウンタビリティの向上を図るために不断の努力を行ってゆきます。 

❖アカウンタビリティ向上の取組み紹介   

ASC の項目はどれも等しく重要ですが、CIJ のビジョンとフォーカス、そして今後の成長目標の観点

から特に以下の点を重点的に向上を図っています。 

1. 組織の目的についての情報開示と理解促進 

2. 多様な性を踏まえたジェンダー平等と、ハラスメントの防止と発生時の対応 

3. 自己財源の安定化と強化 

4. ケア・インターナショナルの行動基準に即し、受益者等関係者の意見を踏まえた事業の実施と

事後評価 

❖上記取組みの実施状況    

以下、前項の番号に沿い記載 

1. 年次報告書、ニュースレター、SNS 等様々なメディアを通じて最新情報の開示を行うと共に、

オンラインイベントを中心とした活動報告を頻繁に行っています。 

2. ジェンダー平等に関するワークショップの実施、ハラスメント・PSHEA に関わる規定の整備、お

よびすべての役職員による宣誓書署名を通じて、役職員による理解促進を図っています。 

3. 今後の成長目標実現のために、自己財源の安定化と強化に向けたキャンペーン、活動の強

化、特に街頭での継続寄付者勧誘活動（F2F）の展開を行っています。 

4. ケア・インターナショナルが共同署名者となって採択した国際支援の指針「Pledge for 

Change」に即して、受益者等の関係者の意見とリーダーシップを重視した、地域コミュニティと

の真のパートナーシップに基づく支援を推進しています。 

 


